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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第87期

第３四半期連結
累計期間

第87期
第３四半期連結
会計期間

第86期

会計期間

自平成20年
10月１日
至平成21年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成19年
10月１日
至平成20年
９月30日

売上高（千円） 3,266,0231,020,4114,045,705

経常利益又は経常損失(△)    （千円） △32,961 △46,430 108,779

当期純利益又は四半期純損失(△)（千円） △29,980 △23,296 76,499

純資産額（千円） ― 1,653,0181,705,933

総資産額（千円） ― 4,132,1054,078,971

１株当たり純資産額（円） ― 165.90 171.20

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額(△)

（円）
△3.01 △2.34 7.68

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）    ―    ― ―

自己資本比率（％） ― 40.0 41.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
332,912 ― △208,655

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△99,166 ― △48,767

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△5,634 ― 289,527

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） ― 467,527 239,416

従業員数（人）
 

―

 

52

 

56

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 　　　 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 52  

　（注）　従業員数は就業人員であります。

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 49  

　（注）　従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)生産実績　

   当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 事業種類別セグメントの名称  金額（千円）

 　　製粉事業 710,042

 　　不動産賃貸事業 －

 合　　　　　計 710,042

（注)上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

 

(2)受注状況

　　受注生産は行っておりません。

 

(3)販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 事業種類別セグメントの名称  金額（千円）

 　　製粉事業 1,008,983

 　　不動産賃貸事業 11,428

 合　　　　　計 1,020,411

（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

      ２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合。

相手先
当第３四半期連結会計期間　　　　　　　（平成21年４月１日～

　　平成21年６月30日）
金額（千円） 割合（％）

日清食品ホールディングス(株) 101,770 9.9　

　　　　　　　　３．上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。

また前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はございません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態及び経営成績の分析】

　当社グループに関する財政状態及び経営成績の分析・検討内容は原則として四半期連結財務諸表に基づいて分析し

た内容であります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日（平成21年８月14日）現在において当社グループ（当社及

び連結子会社）が判断したものであります。 

（１）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間における我が国の経済は、政府により定額給付金などの景気対策や金融安定化策などが

執られたものの、景気の底打ち感は見えず、また世界的景気悪化の影響は未だに強く、雇用情勢の悪化や個人消費の低

迷など企業を取り巻く環境は依然として厳しい状況にあります。

　製粉業界におきましては、これまでの輸入小麦政府売渡価格の値上げから一変、本年4月には値下げが実施され市場

環境は大きく変化しております。また、偽装表示や不正流通事件などによる消費者の食品の安全に対する不信感はま

すます強まり、厳しい経営環境は続いております。

　このような中当社グループは、製品の安全・安心及び生産の効率化を主体とする２億２千1百万円の設備投資を行

い、日本製粉株式会社との業務提携を進めて参りました。また前期に引き続き、内部統制の充実、販路の拡大、コスト削

減などにも力を注いで参りました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高10億２千万円、営業損失５千１百万円、経常損失４千６百万

円、四半期純損失２千３百万円となりました。事業部門別の状況は次のとおりであります。

<製粉事業> 

　製粉事業におきましては、主力の小麦粉は消費低迷の続く中、積極的な営業活動に努め、新規開拓を図って参りまし

た。副製品のふすまは、順調に推移し、その他の部門におきましても、主力の小麦粉と同様にミックス粉製品の販売経

路の拡充に努めて参りました。また、麺類・穀類その他商品につきましては、新規顧客の開拓を課題として、地道な営

業活動に取り組み売上を着実に伸ばしました。不動産収入は、計画通り推移しました。しかし、貸倒引当金繰入など経

費が増加しましたので、製粉事業の売上高は、10億８百万円、営業利益８百万円となりました。

<不動産事業>

　不動産事業におきましては、計画通りに推移しましたので、不動産事業の売上高１千１百万円、営業利益５百万円と

なりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況 

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、４億６千７百万円となり、前四半期連結会計期

間末と比べ４千５百万円の減少となりました。 

　営業活動によるキャッシュ・フローは、１億１千万円の収入となりました。この主な要因は、たな卸資産の減少によ

るものです。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、７千８百万円の支出となりました。この主な要因は、有形固定資産取得のた

めの支出によるものです。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、７千７百万円の支出となりました。この主な要因は、長期借入金の返済によ

る支出であります。 

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動 

 　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費は、757千円であります。

 なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

 当第３四半期連結会計期間において、 主要な設備に重要な異動はありません。

  

(2）設備の新設、除却等の計画

①設備の新設

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。

　

②設備計画の変更

　当第３四半期連結会計期間において、第２四半期会計期間末に計画中であった重要な設備計画の変更は以下のと

おりであります。　

事業所名　　

（所在地）

　

事業の種類別

セグメントの名

称　

　

設備の内容　

　

投資予定額

(百万円）　 資金調達

方法　

　

着手及び完成予定

年月日　 完成後の増加能

力　

　

総額

（百万円）

　

既支払額

（百万円）

　

着手 完了

本社工場

（福岡市中

央区）　

製粉事業　 生産設備
260

(注１）　
　84 借入金　

平成21年

５月

平成21年

８月

（注２）

　

生産能力に影響

はありません

(注３）

（注１）当初の計画に比べ、投資予定額が４千万円減少しました。

（注２）当初の計画に比べ、完了予定年月日が３ヶ月延長しました。

（注３）より高度な安全基準に適合した生産のための設備であるため、生産能力に影響はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普　　　通　　　株　　　式 26,000,000

計 26,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成21年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成21年８月14日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 10,000,000 10,000,000
東京証券取引所市場第二

部、福岡証券取引所

単元株式数

1,000株 

計 10,000,000 10,000,000 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～ 

 平成21年６月30日
－ 10,000,000 － 500,000 － 67,876

 

（５）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、大株主の異動はありません。
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（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

平成21年６月30日現在

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

  無議決権株式  －  －  －

  議決権制限株式(自己株式等)  －  －  －

  議決権制限株式(その他)  －  －  －

  完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式)

 普通株式　　　34,000
 －

 単元株式数

1,000株 

 
 (相互保有株式)

 普通株式       2,000
 －

 単元株式数

1,000株 

  完全議決権株式(その他)  普通株式   9,918,000 9,918  －

  単位未満株式  普通株式      46,000  －
 １単元(1,000株)

 未満の株式 

  発行済株式総数 10,000,000  －  －

  総株主の議決権  － 9,918  －

 （注)「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には証券保管振替機構名義の株式が5,000株(議決権の数５個)

が含まれております。

  

②【自己株式等】

 平成21年６月30日現在

 所有者の氏名又

は名称
 所有者の住所

 自己名義所有株

式数（株）

 他人名義所有株

式数（株）

 所有株式数の合

計(株） 

 発行済株式総数

に対する所有株

式の割合（％）

 (相互保有株式)

  東福互光㈱ 

福岡市中央区長浜

１丁目１番35号 
2,000     ― 2,000 0.02

（自己保有株式）

  東福製粉㈱ 

福岡市中央区那の

津４丁目９番20号
34,000    ― 34,000 0.34

 計  36,000 　　　　― 36,000 0.36

  

２【株価の推移】

　【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
10月

11　月 12　月
平成21年
１月

２　月 ３　月 ４　月 ５　月 ６　月

最高（円） 80 87 66 65 62 64 74 72 82

最低（円） 65 50 56 57 54 54 57 63 66

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）から「財務諸表等の用語、様式及び

作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５

号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を適用しています。 

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により平成21年７月1日を

もって有限責任監査法人トーマツとなっております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 477,527 239,866

受取手形及び売掛金 ※2
 618,418

※2
 645,188

商品及び製品 332,629 431,520

原材料及び貯蔵品 271,583 389,443

その他 58,071 78,083

貸倒引当金 △32,049 △28,067

流動資産合計 1,726,181 1,756,033

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 876,824 821,931

機械装置及び運搬具（純額） 614,096 522,503

その他（純額） 135,862 137,966

有形固定資産合計 ※1
 1,626,783

※1
 1,482,401

無形固定資産

のれん 3,402 4,860

無形固定資産合計 3,402 4,860

投資その他の資産

投資有価証券 517,435 590,388

その他 448,336 378,966

貸倒引当金 △190,032 △133,679

投資その他の資産合計 775,738 835,675

固定資産合計 2,405,923 2,322,937

資産合計 4,132,105 4,078,971

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 97,783 114,929

短期借入金 1,087,500 1,182,000

1年内返済予定の長期借入金 248,712 228,112

1年内償還予定の社債 40,000 40,000

未払法人税等 1,394 3,014

賞与引当金 9,950 20,619

その他 263,408 84,706

流動負債合計 1,748,749 1,673,381

固定負債

社債 140,000 160,000

長期借入金 510,816 422,500

退職給付引当金 5,439 5,348

その他 74,081 111,807
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

固定負債合計 730,337 699,656

負債合計 2,479,086 2,373,038

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 67,876 67,876

利益剰余金 1,076,822 1,106,814

自己株式 △3,172 △3,133

株主資本合計 1,641,526 1,671,556

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 11,492 34,376

評価・換算差額等合計 11,492 34,376

純資産合計 1,653,018 1,705,933

負債純資産合計 4,132,105 4,078,971
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 3,266,023

売上原価 2,757,014

売上総利益 509,009

販売費及び一般管理費 ※1
 506,689

営業利益 2,319

営業外収益

受取利息 1,033

受取配当金 5,409

その他 4,502

営業外収益合計 10,945

営業外費用

支払利息 29,870

持分法による投資損失 13,836

その他 2,518

営業外費用合計 46,225

経常損失（△） △32,961

特別利益

固定資産売却益 350

特別利益合計 350

特別損失

たな卸資産評価損 1,886

貸倒引当金繰入額 ※2
 12,510

その他 2,906

特別損失合計 17,304

税金等調整前四半期純損失（△） △49,915

法人税、住民税及び事業税 890

法人税等調整額 △20,825

法人税等合計 △19,935

四半期純損失（△） △29,980
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 1,020,411

売上原価 878,740

売上総利益 141,670

販売費及び一般管理費 ※1
 193,290

営業損失（△） △51,619

営業外収益

受取利息 329

受取配当金 3,951

持分法による投資利益 10,558

その他 831

営業外収益合計 15,670

営業外費用

支払利息 9,967

その他 513

営業外費用合計 10,481

経常損失（△） △46,430

特別損失

固定資産除却損 1,594

投資有価証券評価損 1,312

特別損失合計 2,906

税金等調整前四半期純損失（△） △49,337

法人税、住民税及び事業税 296

法人税等調整額 △26,337

法人税等合計 △26,040

四半期純損失（△） △23,296
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △49,915

減価償却費 84,503

貸倒引当金の増減額（△は減少） 60,334

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,669

前払年金費用の増減額（△は増加） 3,530

受取利息及び受取配当金 △6,442

支払利息 29,870

持分法による投資損益（△は益） 13,836

有形固定資産売却損益（△は益） △350

固定資産除却損 1,594

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 1,312

売上債権の増減額（△は増加） △47,582

たな卸資産の増減額（△は増加） 216,751

仕入債務の増減額（△は減少） △17,145

その他 78,959

小計 358,587

利息及び配当金の受取額 7,528

利息の支払額 △32,025

法人税等の支払額 △1,178

営業活動によるキャッシュ・フロー 332,912

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,250

定期預金の払戻による収入 700

有形固定資産の取得による支出 △88,620

有形固定資産の売却による収入 459

投資有価証券の取得による支出 △1,394

その他 △60

投資活動によるキャッシュ・フロー △99,166

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △94,500

長期借入れによる収入 300,000

長期借入金の返済による支出 △191,084

社債の償還による支出 △20,000

自己株式の取得による支出 △96

自己株式の処分による収入 46

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,634

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 228,111

現金及び現金同等物の期首残高 239,416

現金及び現金同等物の四半期末残高 467,527
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

1．会計処理基準に関する事

項の変更

 （１）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　 たな卸資産

　　　当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から平成18年７月５日公表の「棚卸資産

の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　企業会計基準第９号）を適用

し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方

法）に変更しております。

　　　当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。

　　　なお、セグメント情報に与える影響は軽微であるため記載を省略しております。 

 

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前四

半期連結会計期間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法に

よっております。　

２．固定資産の減価償却費の

算定方法

 定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。  
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年９月30日）

※ １ 有形固定資産の減価償却累計額は、3,096,137千円で

あります。 

※ １ 有形固定資産の減価償却累計額は、3,045,352千円

　　　であります。 

※ ２ 受取手形割引高は、47,499千円であります。

 

※ ２  受取手形割引高は、126,038千円であります。

 

 　３　保証債務

　　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、

　　債務保証を行っております。　　　　　　　　　　　

　 ３　保証債務

　　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、

　　債務保証を行っております。 

(有)那の津運送 27,520千円 (有)那の津運送 　　35,764千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

販売運賃及び諸掛 153,610千円

貸倒引当金繰入額 52,758千円

役員報酬 59,398千円

給与手当 59,215千円

退職給付費用 3,269千円

賞与引当金繰入額 9,950千円

※２ 預託商品の損害賠償に係る債権に対するものです。

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

販売運賃及び諸掛 50,076千円

貸倒引当金繰入額 41,400千円

役員報酬 20,655千円

給与手当 18,604千円

退職給付費用 1,616千円

賞与引当金繰入額 4,764千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

　　　借対照表に掲載されている科目の金額との関係　　

                             (平成21年６月30日現在）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)

現金及び預金 477,527

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △10,000

現金及び現金同等物 467,527
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

 普通株式　　　　　　　10,000,000株

 

 

２．自己株式の種類及び株式数

 普通株式                　36,133株

 

 

３．新株予約権等に関する事項

 該当事項はありません。

 

 

４．配当に関する事項

 該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　

当第３四半期連結会計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日）

 
製粉事業
（千円）

不動産賃貸事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高                     

(1)外部顧客に対する売上高 1,008,98311,4281,020,411 － 1,020,411

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 1,008,98311,4281,020,411 － 1,020,411

営業利益又は営業損失(△) 8,414 5,614 14,029 △65,648 △51,619

 

当第３四半期連結累計期間（自平成20年10月１日 至平成21年６月30日）

 
製粉事業
（千円）

不動産賃貸事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高                     

(1)外部顧客に対する売上高 3,231,73834,2853,266,023 － 3,266,023

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 3,231,73834,2853,266,023 － 3,266,023

営　　業　　利　　益 183,867 16,585 200,453△198,134 2,319

　（注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主な製品等

(1)製粉事業………………小麦粉、ふすま、ミックス粉、麺類等

(2)不動産賃貸事業………娯楽遊戯設備の賃貸

 

【所在地別セグメント情報】

  当第３四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年10月１日 至平成21年６月30日）

  本邦以外の国又は地域に所在する支店及び連結子会社がないため、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】

  当第３四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年10月１日 至平成21年６月30日）

  海外売上高がないため、該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年９月30日）

１株当たり純資産額 165.90円 １株当たり純資産額 171.20円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △3.01円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－円

１株当たり四半期純損失金額(△) △2.34円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、1株当り四半期純損失であり、また潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　　　２．１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額         

四半期純損失(△)（千円） △29,980 △23,296

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失(△)（千円） △29,980 △23,296

期中平均株式数（株） 9,964,334 9,963,867

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

       該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

       　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っております

　　　　が、当第３四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められな

　　　　い為、記載しておりません。 
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２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月10日

東福製粉株式会社

取 締 役 会　御  中

有限責任監査法人  トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 青　野　　　　弘　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴　田　　良　智　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 甲　斐　　祐　二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東福製粉株式会社の

平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東福製粉株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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